
余剰電力発生イメージ図（需給バランス）

再生可能エネルギーの発電量が多く、「発電量が消費量を
上回る」と想定される時間帯に、蓄電池への充電を実施。

太陽光

風力消費量

24時12時
ベース供給力

※東北電力資料をもとに作成
0時
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将
来
導
入
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

特
に
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
は
、

気
象
条
件
に
よ
っ
て
発
電
量
が
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

急
激
な
出
力
変
動
は
電
力
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

周
波
数
に
乱
れ
が
生
じ
、
停
電
に
至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
安
定
さ
が
原
因
と
な
る

電
力
系
統
上
の
問
題
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
回
は
、
東
北
大
学
理
学
研
究
科
の
学
生
さ
ん
が
、

東
北
電
力
株
式
会
社
の「
南
相
馬
変
電
所
」に
設
置
さ
れ
た

大
容
量
の
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
取
材
し
、

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
や
、
実
証
試
験
の
内
容
、

安
定
供
給
に
向
け
た
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
向
け

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
向
け

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る

「
南
相
馬
変
電
所
」系
統
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

「
南
相
馬
変
電
所
」系
統
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

東
北
電
力

南
相
馬
変
電
所

今
回
の
訪
問
先

エネルギー施設訪問❻

東北大学理学研究科

藤
ふじ

原
はら

 優
ゆ

衣
い

さん

今回取材した人

蓄電池コンテナは合計80台。万が一火災が発生した時の延焼防止対策として、各コンテナは金属製の板で仕切られています。

原ノ町

磐城太田

小高

桃内

114114

66

常
磐
線

南相馬変電所南相馬変電所

南相馬市

浪江町

東北電力
原町
火力発電所

　　
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
翌
年
７
月
の
固
定
買

取
価
格
制
度（
F
I
T
）
の

開
始
以
降
、
太
陽
光
発
電
を

中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
東
北
電
力
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る

導
入
拡
大
を
目
指
し
、
一
般

社
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
促
進
協
議
会
の「
大
型
蓄

電
シ
ス
テ
ム
緊
急
実
証
事

業
」に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
２
０
１
５
年
に
西
仙

台
変
電
所（
仙
台
市
太
白
区
）

に
国
内
初
の
大
規
模
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
実
証
試

験
を
開
始
、
そ
の
後
、
同
協

議
会
の「
大
容
量
蓄
電
シ
ス

テ
ム
需
給
バ
ラ
ン
ス
改
善
実

証
事
業
」の
採
択
を
受
け
、

２
０
１
６
年
に
南
相
馬
変
電

所（
福
島
県
南
相
馬
市
）に
も

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
相
馬
変
電
所
に
は 

、 

８
５
０
０
㎡
の
広
大
な
土
地

に
、
蓄
電
池
の
コ
ン
テ
ナ（
80

台
）、
昇
圧
用
変
圧
器（
20

台
）な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
出

力
４
万
kW
、
容
量
４
万
kWh
の

エネルギー、学びの場  　東北電力　南相馬変電所

大
規
模
な
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
東
北
大
学
理
学
研

究
科
の
藤
原
優
衣
さ
ん
が
、

南
相
馬
変
電
所
を
訪
問
。
相

双
電
力
セ
ン
タ
ー
変
電
課
制

御
専
任
課
長
の
横
澤
守
さ
ん

に
ご
案
内
い
た
だ
き
、
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
、
実

証
試
験
の
内
容
や
得
ら
れ
た

成
果
、
今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん 

南
相
馬
変
電
所
の

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ
た

の
で
す
か
。

横
澤
さ
ん 

電
力
系
統
に
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
り
ど

の
程
度
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
可
能
な

の
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目

余
剰
電
力
対
策
を
目
的
と
し
た

「
南
相
馬
変
電
所
」
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム

南相馬変電所系統用蓄電池システム
事 業 者
所 在 地
敷 地 面 積
出 力
容 量
蓄 電 池 種 類

監視制御システム
P C S 出 力

系統連系設 備

／
／
／
／
／
／

／
／

／

東北電力株式会社
福島県南相馬市
8500㎡
4 万 kW
4 万 kWh
リチウムイオン電池
蓄電池盤 2080 面　コンテナ 80 台
制御装置・保護継電装置：1 式
500kW（500kVA）
PCS80 台　コンテナ 40 台
66kV/6.9kV　主要変圧器 2 台
6.6kV/300V　昇圧用変圧器 20 台
連系用開閉器 :1 式

的
と
し
て
い
ま
す
。

藤
原
さ
ん 
実
証
試
験
は
ど
の

よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

横
澤
さ
ん 

実
証
試
験
の
目
的

は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
改
善
効

果
の
確
認
で
す
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に

よ
り
全
体
の
発
電
量
が
消
費

量
を
上
回
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合



南相馬変電所　蓄電池システム

屋外
設置

・PCSコンテナ
  （コンテナ1台にPCS2台設置）
・昇圧用変圧器（6.6kV/300V）
・蓄電池コンテナ

建屋内
設置

本館
・蓄電池統括制御盤（MC）
・データ集約装置
・無効電力制御盤

主要変圧器

蓄電池コンテナ
80台

昇圧用変圧器
20台

PCSコンテナ
40台

南相馬変電所と西仙台変電所の蓄電池システム比較

西仙台変電所蓄電池システム南相馬変電所蓄電池システム

用途
運用方法

システム
性能

配置

屋内・新築建物屋外屋内・新築建物屋外
項目

・蓄電池統括制御盤
・PCS
・昇圧用変圧器

・蓄電池コンテナ・蓄電池統括制御盤
・無効電力制御盤

・周波数変動対策

・蓄電池システム出力：2万kW
  （最大出力4万kW）
・蓄電池システム容量：2万kWh
・無効電力制御機能なし

・需給バランス改善（下げ代対策）
・無効電力制御による系統電圧変動抑制

・蓄電池システム出力：4万kW
・蓄電池システム容量：4万kWh
・無効電力制御機能あり

・蓄電池コンテナ
・PCSコンテナ
・昇圧用変圧器

火力発電が担ってきた周波数調整機能と蓄電池システムの
充放電機能を組合わせ、周波数調整力を拡大
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は
、
主
に
火
力
発
電
所
の
発

電
量
を
下
げ
て
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
調
整
し
き
れ
な
い
余

剰
電
力
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を「
下

げ
代し

ろ

不
足
」と
い
い
ま
す
。

　
東
北
電
力
管
内
で
は
今
の

と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

九
州
電
力
管
内
で
は
太
陽
光

や
風
力
の
発
電
事
業
者
に
出

力
制
御
を
お
願
い
し
て
い
る

事
例
も
あ
り
、
東
北
で
も
今

後
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
対
応
策
と
し

て
、
余
剰
電
力
を
蓄
電
池
に

充
電
し
、
消
費
量
が
増
え
る

時
間
帯
に
放
電
す
る
こ
と
で
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
貢

献
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
証

し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
太
陽
光
の

発
電
量
が
増
え
る
一
方
で
需

要
が
減
る
昼
休
み
の
時
間
帯

に
充
電
し
、
需
要
が
増
え
る

夕
方
か
ら
夜
の
時
間
帯
な
ど

に
放
電
し
ま
す
。
こ
の
１
日

１
回
充
電
・
１
回
放
電
を
１

年
間
繰
り
返
し
行
い
、
揚
水

式
発
電
と
同
様
に
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
改
善
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん 

実
証
試
験
の
二
つ

目
の
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。

横
澤
さ
ん 

も
う
一
つ
は
無
効

電
力
制
御
に
よ
る
系
統
電
圧

変
動
抑
制
効
果
の
確
認
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

気
象
条
件
の
変
化
に
よ
り
発

電
量
が
変
動
す
る
こ
と
に
伴

い
、
電
圧
も
変
動
し
不
安
定

な
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
か
ら
無
効
電
力
を

出
力
し
、
電
圧
変
動
を
抑
制

す
る
手
法
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

電
圧
変
動
抑
制
効
果
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん 

実
証
試
験
が
終
了

し
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
運

用
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

横
澤
さ
ん 

現
在
は
、
中
央
給

電
指
令
所
の
指
令
に
基
づ

き
、
通
常
は
１
時
間
充
電
し

て
１
時
間
放
電
す
る
と
い
う

運
用
を
１
日
１
回
行
っ
て
い

ま
す
。
設
備
容
量
が
４
万
kWh

で
す
の
で
、
最

大
４
万
kW
を

１
時
間
充
放
電

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
２
万

kW
を
２
時
間

充
放
電
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す

が
、
実
証
試
験

で
フ
ル
出
力
運

用
の
方
が
高
効

率
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
た
の

で
、
こ
の
よ
う

な
運
用
に
し
て

い
ま
す
。

藤
原
さ
ん 

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
た
こ
と
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
入
れ

拡
大
に
ど
の
く
ら
い
の
効
果

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

横
澤
さ
ん 

約
５
万
kW
の
受

入
れ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
全
て
の
パ
ネ

ル
が
同
時
に
最
大
出
力
で
発

電
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

の
で
、
設
備
の
容
量
と
し
て

は
、
４
万
kW
よ
り
少
し
多
い

５
万
kW
の
受
入
れ
を
拡
大
で

き
る
見
込
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の

容
量
4
万
kWh
は
約
４
７
０
０

世
帯
の
１
日
の
電
力
消
費
量

に
相
当
し
ま
す
。

藤
原
さ
ん 

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

に
使
わ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
は
ど
ん
な
特

徴
が
あ
る
の
で
す
か
。

横
澤
さ
ん 

短
時
間
で
充
放
電

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
充
電
時
の

電
力
を
1
0
0
%
と
し
た
場

合
、
放
電
時
の
電
力
が
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
か
と
い
っ
た

展望台からは蓄電池システムの全景が見渡せます。
パネルを見ながら設備の位置を確認しました。

効
率
の
点
で
は
、
80
％
以
上

の
高
効
率
を
保
っ
て
い
る
こ

と
や
、
20
年
間
の
運
用
期
間

充
放
電
を
可
能
と
す
る
長
寿

命
に
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

発
煙
・
発
火
の
起
こ
り
に
く

い
構
造
に
よ
り
高
い
安
全
性

を
保
っ
て
い
ま
す
。

藤
原
さ
ん 

西
仙
台
変
電
所
に

周
波
数
変
動
対
策
を

目
的
と
し
た「
西
仙
台
変
電
所
」

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

エネルギー、学びの場  　東北電力　南相馬変電所

蓄電池システムで利用されているリチウムイオン電池。
南相馬変電所では 80 台の蓄電池コンテナに約 109 万
個のリチウムイオン電池が納められています｡

西仙台変電所 蓄電池システム
（写真提供：東北電力）
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た
周
波
数
の
調
整
能
力
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
相
馬
変
電
所
で
は
、
下

げ
代
対
策
と
し
て
一
定
量
の

電
力
を
一
定
の
時
間
で
１
日

１
回
充
放
電
し
て
い
ま
す
が
、

西
仙
台
変
電
所
で
は
、
再
エ

ネ
の
発
電
量
の
変
化
に
合
わ

せ
、
自
動
制
御
に
よ
り
小
刻

み
に
そ
の
都
度
必
要
な
電
力

を
充
放
電
し
、
周
波
数
の
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤
原
さ
ん 
実
証
試
験
終
了

後
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
運

用
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

横
澤
さ
ん 

２
０
１
５
年
か
ら

３
年
間
実
証
試
験
を
行
い
、

短
周
期
的
な
周
波
数
変
動
に

対
し
て
有
効
に
機
能
す
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も

周
波
数
変
動
対
策
と
し
て
同

様
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤
原
さ
ん 

今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
る
計
画
は
あ
る
の
で

お
い
て
も
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

の
実
証
事
業
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
南
相
馬
変
電

所
と
は
ど
の
よ
う
な
点
が
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

横
澤
さ
ん 

西
仙
台
変
電
所
の

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
刻
み
な

出
力
変
化
に
よ
る
周
波
数
変

動
の
調
整
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
火
力
発
電
が
主

に
担
っ
て
き
た
周
波
数
調
整

機
能
と
、
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

の
充
放
電
機
能
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
周
波
数
調
整

力
を
拡
大
で
き
る
こ
と
を
検

証
し
ま
し
た
。
火
力
発
電
は

長
周
期
的
な
周
波
数
調
整
に

は
向
い
て
い
ま
す
が
、
立
ち

上
げ
や
出
力
調
整
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
う

た
め
、
指
令
か
ら
数
秒
で
充

放
電
が
可
能
な
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
特
徴
を
活
か
し

し
ょ
う
か
。

横
澤
さ
ん 

現
時
点
で
は
、
新

増
設
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ス
テ
ム
の
導
入
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
面
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
南
相
馬
変
電
所
に
お
け
る

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
導
入
コ

ス
ト
は
約
1
1
4
億
円
、
西

仙
台
変
電
所
は
約
92
億
円

で
、
双
方
と
も
補
助
金
に

　

大
学
院
で
は
、
次
世
代
蓄
電
池

材
料
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
研
究
対
象
で
あ
る
蓄
電
池
が
、

電
力
の
安
定
供
給
に
役
立
つ
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
非
常

に
興
味
深
く
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
研
究
し
て
い
る
蓄
電
池

は
と
て
も
小
さ
い
も
の
で
、
南
相
馬

変
電
所
の
よ
う
に
大
規
模
な
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
の
施
設
を
見
た
の
は
初

め
て
で
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え

る
の
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時

に
、
天
候
に
よ
り
発
電
量
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
や
、
導
入
拡
大
に

よ
っ
て
需
要
よ
り
供
給
が
上
回
り
、

火
力
発
電
や
揚
水
式
発
電
で
も
調

整
で
き
な
い
余
剰
電
力
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
が

あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蓄
電
池
コ
ン
テ
ナ
や
変

圧
器
な
ど
の
設
備
を
実
際
に
見
て
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
特
性
を

活
か
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
が
安
全
・

安
定
に
機
能
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
運
用
に
は
多
く

の
工
夫
と
努
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
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こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
が
も
つ
課
題
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
南
相
馬
変
電
所
の

4
万
kW
と
い
う
出
力
は
蓄
電
池
と

し
て
は
大
規
模
な
も
の
で
す
が
、
東

北
電
力
管
内
に
お
け
る
１
日
の
最

大
電
力
が
１
０
０
０
万
kW
程
度
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
系
統
全
体

で
見
た
比
率
と
し
て
は
低
い
こ
と
、

南
相
馬
変
電
所
や
西
仙
台
変
電
所

の
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
は
、
国
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
き
た
も
の
で
、
補

助
金
の
額
も
大
き
く
、
今
後
同
様

の
施
設
を
導
入
す
る
の
は
コ
ス
ト
面

か
ら
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

蓄
電
池
が
電
力
の
安
定
供
給
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
の
主
流
と

な
る
た
め
に
は
、
蓄
電
池
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
や
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率

向
上
を
始
め
と
す
る
技
術
革
新
な

ど
、
大
き
な
課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
ク
リ
ー
ン
な
電
力
供
給
の
拡
大

と
安
定
供
給
の
両
立
が
実
現
す
る

よ
う
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
よ

り
蓄
電
池
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
電
気
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
一
方

で
、
安
定
し
て
使
え
る
こ
と
が
当
た

り
前
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

今
回

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
た
こ
と

は
、 

安
定
し
た
電
気
を
ク
リ
ー
ン
に

使
い
続
け
ら
れ
る
未
来
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
努
力
が
さ
れ
て
い
る
か

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
当
社
独
自
で
同
様
の
設

備
を
設
置
す
る
の
は
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
、
現
状
で

は
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後

の
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
導
入

拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
蓄
電

池
の
普
及
に
よ
る
低
コ
ス
ト

化
や
効
率
の
更
な
る
向
上
と

い
っ
た
技
術
革
新
が
望
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
は
電
力
系
統
の
安

定
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
拡
大
に
寄
与
す
る
設
備

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
こ
の
２

箇
所
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
福
島
県
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

を
復
興
の
大
き
な
柱
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
効
果
５
万
kW
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
の
要
請
に

基
づ
き
、
福
島
県
内
の
避
難

解
除
区
域
等
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
事
業
者
へ
優
先
的
に

割
り
当
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
相
馬
・
双
葉
地

域
の
復
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

配線工事など作業効率化のため、高床の架台に設置された PCS コンテナ。

PCSコンテナ内部。PCSはパワー
コンディショナ。蓄電池の直流電
力を交流電力に変換する装置。

300V の電気を 6.6kV に変換する
昇圧用変圧器。


